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原
子
力
発
電
で
使
用
し
た
燃
料
（
使

用
済
燃
料
）
に
対
し
て
は
、
ウ
ラ
ン
や

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
活

用
す
る
た
め
再
処
理
を
行
い
、
そ
の
と

き
発
生
し
た
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
を

ガ
ラ
ス
で
固
化
し
て
（
ガ
ラ
ス
固
化
体
）

処
分
す
る
方
法
と
、
再
処
理
を
せ
ず
に

使
用
済
燃
料
の
ま
ま
処
分
（
直
接
処
分
）

す
る
方
法
が
あ
り
、
い
ず
れ
を
選
択
す

る
か
は
各
国
の
処
分
方
針
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
、
は
再
処
理
を
行
い
ガ
ラ

ス
固
化
体
で
処
分
す
る
方
針
で
あ
り
、

ベ
ル
ギ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
に
再
処
理
を
委

託
し
、
返
還
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
固
化
体
を

処
分
す
る
方
針
で
す
。
ド
イ
ツ
も
フ
ラ

ン
ス
に
再
処
理
を
委
託
し
返
還
さ
れ
る

ガ
ラ
ス
固
化
体
を
処
分
す
る
方
針
で
す

が
、
直
接
処
分
す
る
方
法
も
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
米
国
は
、
軍
事
用
の
使
用

済
燃
料
は
ガ
ラ
ス
固
化
体
で
処
分
し
、

民
間
電
力
会
社
の
原
子
力
発
電
所
か
ら

発
生
し
た
使
用
済
燃
料
は
直
接
処
分
す

る
方
針
で
す
。

ま
た
処
分
方
法
と
し
て
は
、
宇
宙
処

分
、
海
洋
地
下
処
分
、
氷
床
処
分
、
地

層
処
分
等
が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

地
層
処
分
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
の
経

済
協
力
開
発
機
構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）・
原
子

力
機
関
（
Ｎ
Ｅ
Ａ
）
の
研
究
を
受
け
て
、

各
国
と
も
地
層
処
分
す
る
方
針
と
な
っ

て
い
ま
す
。

各
国
と
も
二
〇
五
〇
年
頃
ま
で
に
実

際
に
地
層
処
分
を
開
始
す
る
計
画
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
九
九
一
年
に

「
放
射
性
廃
棄
物
管
理
の
研
究
に
関
す

る
法
律
」
を
制
定
し
、
政
府
は
議
会
に

対
し
十
五
年
以
内
に
研
究
結
果
を
報
告

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
一
九
九
八
年
、

政
府
は
、
放
射
性
廃
棄
物
管
理
機
関
が

提
案
し
た
三
カ
所
の
サ
イ
ト
（
ビ
ュ
ー

ル
地
方
・
シ
ュ
ク
ラ
ン
地
方
・
ラ
シ
ャ

ペ
ル
バ
ト
ン
地
方
）
の
う
ち
、
ビ
ュ
ー

ル
地
方
の
地
下
研
究
所
の
建
設
を
決
定

し
、
翌
年
、
建
設
を
許
可
す
る
政
令
を

出
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
六
年
に
は
、
こ

れ
ら
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
評
価
し

て
フ
ラ
ン
ス
の
方
針
を
決
定
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ベ
ル
ギ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
使
用
済

燃
料
の
再
処
理
を
委
託
し
、
返
還
さ
れ

た
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
五
十
年
以
上
中
間

貯
蔵
し
た
後
、
国
内
で
地
層
処
分
す
る

計
画
で
す
。

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
二
〇
〇
〇

年
四
月
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
ガ
ラ
ス
固

化
体
の
返
還
を
受
け
入
れ
、
中
間
貯
蔵

施
設
で
貯
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
を
含
む
す
べ
て
の
放
射
性
廃
棄
物
の

わ
が
国
で
は
、
平
成
十
二
年
六
月
の
「
特

定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法

律
」
の
公
布
に
よ
り
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
の
最
終
処
分
に
向
け
た
枠
組
み
が
整
備

さ
れ
、
処
分
事
業
に
本
格
的
に
着
手
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

欧
米
各
国
で
は
、
す
で
に
十
〜
二
十
年
前

か
ら
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分

に
つ
い
て
の
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
国
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
二
〇
一

〇
年
〜
二
〇
五
〇
年
頃
ま
で
の
間
に
、
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
場
の
操
業
を
開

始
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
処
分
方
針
・

処
分
方
法
・
資
金
確
保
な
ど
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

■海外の高レベル放射性廃棄物処分計画

各国の高レベル放射性廃棄物の処分について

欧
米
各
国
で
は

2
0
5
0
年
頃
ま
で
に

最
終
処
分
場
の
操
業
を

開
始
す
る
計
画

処
分
候
補
地
と
し
て
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ

ン
州
の
ゴ
ア
レ
ー
ベ
ン
を
選
定
し
た
後
、

適
性
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
調
査
結
果
に
よ
り
適
性
を
判
断
し
た

後
に
、
原
子
力
施
設
と
し
て
の
計
画
承

認
手
続
き
の
申
請
を
行
い
、
二
〇
一
二

年
の
操
業
開
始
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
九
九
八
年
に
誕
生
し
た
連

立
政
権
与
党
は
、
原
子
力
に
反
対
の
立

場
を
と
っ
て
い
て
、
政
策
の
見
直
し
を

行
っ
た
結
果
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
に
は

連
邦
政
府
と
原
子
力
事
業
者
と
の
間
で

協
定
が
締
結
さ
れ
、
新
政
権
に
よ
っ
て

提
起
さ
れ
た
処
分
概
念
お
よ
び
安
全
性

に
関
す
る
問
題
が
明
ら
か
に
な
る
ま
で

は
、
ゴ
ア
レ
ー
ベ
ン
で
の
調
査
は
最
低

三
年
間
、
最
大
で
十
年
間
中
断
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

米
国
は
、
一
九
八
七
年
の
放
射
性
廃

棄
物
政
策
修
正
法(

Ｎ
Ｗ
Ｐ
Ａ
Ａ)

の
成

立
に
伴
っ
て
、
ネ
バ
ダ
州
ユ
ッ
カ
マ
ウ

ン
テ
ン
が
唯
一
の
処
分
候
補
地
と
し
て

選
定
さ
れ
、
岩
石
・
土
壌
試
料
の
分
析

お
よ
び
水
の
動
き
を
見
る
た
め
の
地
上

で
の
調
査
、
な
ら
び
に
地
下
の
調
査
を

中
心
と
し
た
サ
イ
ト
特
性
調
査
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ユ
ッ
カ
マ
ウ
ン
テ
ン
が

適
正
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
米
国
エ
ネ

ル
ギ
ー
省
は
、
大
統
領
に
対
し
て
二
〇

〇
一
年
に
サ
イ
ト
勧
告
と
環
境
影
響
報

告
書
を
提
出
し
、
承
認
さ
れ
た
場
合
は

二
〇
〇
五
年
に
建
設
を
開
始
し
、
二
〇

一
〇
年
に
操
業
を
開
始
す
る
計
画
で
す
。

地
層
処
分
に
必
要
な
資
金
に
つ
い
て

は
、
各
国
と
も
「
原
子
力
の
受
益
者
負

担
」
を
原
則
と
し
て
、
電
気
料
金
に
上

乗
せ
し
て
徴
収
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
徴
収
し
た
資
金
の
管
理
に
は
「
基

金
方
式
」と「
引
当
金
方
式
」
が
あ
り
ま

す
。「
基
金
方
式
」
は
国
が
設
置
し
た

基
金
に
電
気
事
業
者
が
資
金
を
拠
出
す

る
方
式
で
、
米
国
が
採
用
し
て
い
ま
す
。

「
引
当
金
方
式
」
は
電
気
事
業
者
が
徴

収
し
た
資
金
を
内
部
に
積
み
立
て
て
お

く
方
式
で
、
積
立
金
は
通
常
の
業
務
に

再
投
資
さ
れ
ま
す
。
こ
の
方
式
は
、
フ

ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
が
採
用
し
て
い
ま
す
。

地層処分は具体的にどうするのですか
高レベル放射性廃棄物（ガラス固化体）は、地下

300 以上の安定した地層中に埋設します。

その際、放射性物質を閉じ込めるための「オーバーパ

ック」という硬い金属性の容器に封入し、さらにその周

辺を「緩衝材」という粘土で包む計画です。これらの人

工的に設けられた障壁（人工バリア）と地層が物質を長

期にわたって固定する働き（天然バリア）とを組み合わ

せた「多重バリアシステム」により安全性を確保し、適

切に処分します。

メー
トル

各
国
の
処
分
方
針

各
国
の
資
金
確
保
の
方
法

各
国
の
処
分
計
画

アメリカ�
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